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特

別

記

事

青
柳
幸
一
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

特別記事

本
輸
文
の
構
成
と
審
査
の
対
象

青
柳
幸
一
君
が
提
出
し
た
学
位
請
求
論
文
は
、
主
論
文
『
憲
法
に

お
け
る
人
間
の
尊
厳
』
（
尚
学
社
、
二

O
O
九
年
）
と
、
副
論
文

「
人
権
・
社
会
・
国
家
』
（
尚
学
社
、
二

O
O
二
年
）
と
い
う
こ
冊
の

著
書
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
主
論
文
（
以
下
、
「
本
論
文
」
と
呼
ぶ
）

を
審
査
の
対
象
と
し
、
必
要
に
応
じ
て
副
論
文
に
言
及
す
る
。

そ
の
構
成
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
本
論
文
は
、
人
間
の
尊
厳
そ
れ

自
体
に
つ
い
て
の
考
察
と
、
科
学
技
術
の
進
展
に
よ
り
生
じ
た
「
人

間
の
尊
厳
」
の
応
用
問
題
の
考
察
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
本
論
文

は
、
青
柳
君
自
身
が
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
「
「
な
ぜ
人
間
に
人

権
が
保
障
さ
れ
る
の
か
」
と
い
う
人
権
の
基
礎
理
論
」
を
め
ぐ
り
考

察
を
重
ね
て
き
た
同
君
の
、
個
人
の
尊
重
と
人
間
の
尊
厳
を
め
ぐ
る

研
究
の
「
中
間
報
告
」
で
あ
る
（
本
論
文
は
し
が
き
）
。
し
た
が
っ

て
、
以
下
で
は
、
人
間
の
尊
厳
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
考
察
し
た
章

（I
、
班
、
珊
、

X
章
）
を
、
審
査
の
主
た
る
対
象
と
す
る
。

本
論
文
の
構
成
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

II 

「
個
人
の
尊
重
」
と
「
人
間
の
尊
厳
」
｜
｜
同
義
性
と
異
質
性

問
題
の
所
在

「
個
人
の
尊
重
」
規
定
の
制
定

学
説
に
お
け
る
「
個
人
の
尊
重
」

「
個
人
の
尊
重
」
と
「
人
間
の
尊
厳
」
の
同
義
性
と
異
質
性

科
学
／
技
術
の
進
歩
と
人
間
の
尊
厳

「
な
す
べ
き
か
、
な
さ
ざ
る
べ
き
か
」

規
制
根
拠
と
し
て
の
人
間
の
尊
厳

人
間
の
尊
厳
の
内
容
と
享
有
主
体

む
す
び
に
｜
｜
残
さ
れ
た
課
題

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ヒ
ト
・
ク
ロ
ー
ン
禁
止
を
め
ぐ
る
憲
法
論

｜
｜
生
殖
の
権
利
論

禁
止
合
憲
論
と
禁
止
違
憲
論

連
邦
最
高
裁
判
所
と
生
殖
の
権
利

問
。
V
0
2
ω
O
ロ
の
生
殖
の
権
利
論

ヒ
ト
・
ク
ロ
l
ニ
ン
グ
の
非
「
基
本
的
権
利
」
性

ヒ
ト
・
ク
ロ
ー
ン
技
術
規
制
法
と
「
人
の
尊
厳
」
｜
｜
あ
い
ま
い

な
人
間
の
尊
厳

問
題
の
所
在
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v 

日
本
法
と
人
間
の
尊
厳
・
個
人
の
尊
厳

ヒ
ト
・
ク
ロ
ー
ン
技
術
規
制
法
と
「
人
の
尊
厳
」

ヒ
ト
・
ク
ロ
ー
ン
技
術
規
制
法
の
「
人
と
し
て
の
尊
厳
」
の

問
題
性

む
す
び
に

憲
法
学
に
お
け
る
「
生
命
に
対
す
る
権
利
」

序
論
｜
｜
「
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
」
権
の
位
置
づ

け
・
性
質
・
内
容

幸
福
追
求
権
四
生
命
権
独
自
説

生
命
権
独
自
説
の
妥
当
根
拠

人
間
の
尊
厳
と
生
命
権

む
す
び
に

l
i慎
重
な
衡
量

生
殖
補
助
医
療
に
お
け
る
自
己
決
定
と
憲
法

問
題
の
所
在

自
己
決
定
の
定
位

生
殖
補
助
医
療
の
憲
法
上
の
問
題

二
つ
の
「
人
間
の
尊
厳
」
論
と
憲
法
理
論

「
人
間
の
尊
厳
」
に
関
す
る
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

義
務
基
底
的
「
人
間
の
尊
厳
」
論
と
憲
法
理
論

権
利
基
底
的
「
人
間
の
尊
厳
」
論
と
憲
法
理
論

人
間
の
尊
厳
論
の
「
原
点
」
と
「
現
点
」

は
じ
め
に

日
本
国
憲
法
制
定
と
「
個
人
の
尊
重
」
条
項

VI 四四

医

「
個
人
の
尊
重
」
条
項
解
釈
の
原
点

人
間
の
尊
厳
論
の
「
現
点
」

む
す
び
に

国
連
ヒ
ト
・
ク
ロ

1
ニ
ン
グ
禁
止
宣
言
と
人
間
の
尊
厳

問
題
の
所
在

国
際
機
関
に
お
け
る
協
定
・
宣
言

国
連
で
の
主
張
と
圏
内
法
と
の
「
ね
じ
れ
」
現
象

国
連
ク
ロ
l
ニ
ン
グ
禁
止
条
約
の
破
綻
と
禁
止
宣
言
の
成
立

国
連
で
の
議
論
に
お
け
る
人
間
の
尊
厳
の
諸
相

む
す
び
に

ド
イ
ツ
基
本
法
一
条
一
項
「
人
間
の
尊
厳
」
論
の
ゆ
ら
ぎ
｜
｜
憲

法
に
お
け
る
人
間

問
題
の
所
在
｜
｜
生
命
科
学
／
技
術
と
「
人
間
の
尊
厳
」
ド

グ
マ
テ
ィ
1
ク

よ司位
E
O
《
日
常
冨

gω
各
即
席
庄
司
と

E
d
司
骨
骨
骨

ω

冨

g
R
v
g喧

支
配
的
ド
グ
マ
テ
ィ
l
ク
の
「
ゆ
ら
ぎ
」

人
間
の
尊
厳
の
「
生
物
化
」
｜
｜
種
の
尊
厳
論

憲
法
に
お
け
る
人
間
｜
｜
「
む
す
び
」
に
代
え
て

170 

x 
本
輸
文
の
概
要

日
本
国
憲
法
は
、
二
二
条
に
お
い
て
「
個
人
の
尊
重
」
と
規
定
し
、

二
四
条
に
お
い
て
「
個
人
の
尊
厳
」
と
規
定
し
て
お
り
、
「
人
間
の

2 



尊
厳
」
と
い
う
文
言
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
憲
法
学
説
で
は
、

個
人
の
尊
重
H
人
間
の
尊
厳
と
い
う
理
解
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
第

I
章
「
『
個
人
の
尊
重
」
と
『
人
間
の
尊
厳
』

l
i同
義
性
と
異
質

性
」
は
、
両
概
念
の
異
質
性
を
指
摘
し
た
ホ
セ
・
ヨ
ン
バ
ル
ト
の
問

題
提
起
に
触
発
さ
れ
つ
つ
両
概
念
の
異
同
を
検
討
し
た
も
の
で
、
青

柳
君
の
最
初
の
論
文
集
で
あ
る
『
個
人
の
尊
重
と
人
間
の
尊
厳
」

（
尚
学
社
、
一
九
九
六
年
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
自
身

の
研
究
の
出
発
点
に
お
け
る
問
題
意
識
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
再

録
し
た
も
の
で
あ
る
。
青
柳
君
は
、
個
人
の
尊
重
と
人
間
の
尊
厳
の

関
係
を
め
ぐ
る
従
来
の
学
説
を
整
理
し
た
う
え
で
、
日
本
国
憲
法
は

「
人
格
主
義
」
で
は
な
く
「
個
人
主
義
」
の
立
場
に
立
つ
と
結
論
付

け
る
。
両
者
に
は
、
個
人
と
社
会
の
聞
の
何
ら
か
の
有
機
的
関
係
な

い
し
融
合
を
前
提
と
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
個
人
と
社
会
の
関
係
を

基
本
的
に
緊
張
関
係
と
し
て
と
ら
え
る
の
か
と
い
う
差
異
が
あ
る
と

さ
れ
る
。

特 別記事

第
E
章
以
下
で
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
ヒ
ト
・
ク
ロ
ー
ン
を
は

じ
め
と
す
る
最
先
端
の
生
命
科
学
／
技
術
の
規
制
の
問
題
は
、
人
間

と
は
何
か
、
人
間
の
尊
厳
と
は
何
か
と
い
う
青
柳
君
の
問
題
提
起
が

具
体
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
場
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
青
柳
君
は
、

対
象
を
ド
イ
ツ
法
か
ら
ア
メ
リ
カ
法
（
第
E
章
）
、
日
本
法
（
第
町

章
）
、
国
連
レ
ベ
ル
で
の
ヒ
ト
・
ク
ロ

l
ニ
ン
グ
の
禁
止
（
第
医
章
）

へ
と
拡
張
す
る
。

そ
の
聞
に
挟
ま
れ
た
第
V
章
か
ら
第
珊
章
は
、
人
間
の
尊
厳
の
考

察
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
青
柳
君
が
注
目
す
る
の
が
、

「
人
間
の
尊
厳
」
の
二
重
の
意
味
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
間
の
尊

厳
は
、
一
方
で
は
す
べ
て
の
権
利
の
基
礎
で
あ
る
と
と
も
に
、
他
方

で
は
義
務
お
よ
び
権
利
の
制
限
根
拠
と
し
て
も
援
用
さ
れ
る
。
青
柳

君
は
、
こ
れ
に
対
応
し
て
、
「
権
利
基
底
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
「
義

務
基
底
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
い
う
こ
つ
の
人
間
の
尊
厳
論
を
区
別
す

る
（
第
四
章
）
。
こ
こ
で
は
、
カ
ン
ト
を
参
照
し
つ
つ
、
二
つ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
の
持
つ
論
証
構
造
の
違
い
が
整
理
さ
れ
る
。
人
間
の
尊
厳

の
内
容
は
、
カ
ン
ト
の
客
体
定
式
で
説
明
す
る
の
が
こ
れ
ま
で
の
ド

イ
ツ
の
通
説
で
あ
っ
た
。
青
柳
君
は
、
カ
ン
ト
の
議
論
が
義
務
論
的

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
ほ
か
、
カ
ン
ト
が
「
人
間
」
の
尊
厳
で
は

な
く
富
。
号
。

E
S
の
尊
厳
と
言
う
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
着

目
し
、
こ
れ
が
「
種
と
し
て
の
人
類
」
を
意
味
す
る
の
か
ど
う
か
が

核
心
的
論
点
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
四
章
「
人
間
の
草
厳
論
の
『
原
点
」
と
「
現
点
』
」
で
は
、
人

間
の
尊
厳
と
個
人
の
尊
重
の
異
同
を
め
ぐ
る
わ
が
国
の
学
説
が
回
顧

さ
れ
、
ま
た
、
二
つ
の
人
間
の
尊
厳
ア
プ
ロ
ー
チ
が
再
度
対
照
さ
れ

る
。
こ
こ
で
は
、
青
柳
君
は
、
「
種
の
尊
厳
」
論
こ
そ
が
、
生
命
科

学
の
驚
異
的
進
展
と
い
う
新
し
い
問
題
に
直
面
し
て
、
伝
統
的
な
人
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法学研究83巻 11号（2010:11) 

聞
の
尊
厳
論
と
根
本
的
に
対
立
す
る
見
解
で
あ
る
と
整
理
さ
れ
て
い

る。
最
終
章
で
あ
る
第
X
章
は
、
「
憲
法
に
お
け
る
人
間
」
と
い
う
副

題
が
示
す
よ
う
に
、
青
柳
君
の
人
間
の
尊
厳
研
究
の
、
中
間
的
な
総

括
に
当
た
る
部
分
で
あ
る
。
従
来
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
尊
厳

に
反
す
る
行
為
は
、
絶
対
的
に
禁
止
さ
れ
る
。
人
間
の
「
尊
厳
」
は
、

他
の
価
値
と
比
較
衡
量
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
意
味
で
、
保

障
の
「
程
度
」
を
問
題
に
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
尊
厳
は
、
価
値

と
は
異
な
る
た
め
で
あ
る
。
こ
こ
で
青
柳
君
が
提
起
す
る
の
は
、

「
あ
れ
か
こ
れ
か
」
と
い
う
二
者
択
一
の
思
考
で
先
端
技
術
規
制
の

問
題
を
適
切
に
解
決
で
き
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
ド
イ
ツ

は
、
基
本
法
一
条
一
項
の
「
人
間
の
尊
厳
」
に
よ
っ
て
生
命
科
学
／

技
術
を
統
制
し
よ
う
と
し
て
き
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
生
命
科
学
／

技
術
の
発
展
が
「
人
間
の
尊
厳
」
の
概
念
に
再
検
討
の
必
要
を
迫
っ

て
も
い
る
。
最
近
の
ド
イ
ツ
の
学
説
に
は
、
人
間
の
尊
厳
の
絶
対
的

保
障
を
捨
て
て
段
階
的
保
障
を
説
く
も
の
や
、
生
命
科
学
の
問
題
を

人
間
の
尊
厳
で
は
な
く
、
基
本
法
二
条
二
項
の
生
命
・
身
体
の
不
可

侵
性
の
問
題
と
し
て
理
解
す
る
も
の
が
登
場
し
て
い
る
（
基
本
法
二

条
二
項
に
は
法
律
の
留
保
が
付
さ
れ
て
い
る
）
。
こ
れ
に
は
、
伝
統

的
見
解
か
ら
の
厳
し
い
批
判
も
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
る
が
、
青
柳

君
は
、
「
絶
対
的
保
障
か
保
護
の
喪
失
か
」
と
い
う
二
者
択
一
の
解

決
を
避
け
る
も
の
と
し
て
、
こ
れ
ら
新
し
い
学
説
を
積
極
的
に
受
け

止
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
種
と
し
て
の
人
間
の
尊
厳
」
の
観
念
に

つ
い
て
は
、
二

O
O
二
年
に
提
出
さ
れ
た
連
邦
議
会
審
議
会
報
告
書

で
採
用
さ
れ
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
青
柳
君
は
、
こ
の
報
告

書
が
「
人
間
の
尊
厳
の
事
有
に
関
し
て
精
神
的
能
力
等
を
要
件
と
せ

ず
、
：
：
：
人
間
の
不
完
全
さ
や
不
十
分
さ
を
も
考
慮
す
る
必
要
性
を

説
い
て
い
る
こ
と
は
、
筆
者
の
見
解
と
一
致
す
る
」
と
し
て
、
肯
定

的
に
評
価
す
る
が
、
最
後
に
青
柳
君
は
、
種
と
し
て
の
人
間
の
尊
厳

論
が
よ
っ
て
立
つ
カ
ン
ト
理
解
を
批
判
的
検
討
の
対
象
と
す
る
。
前

記
報
告
書
で
は
、
種
と
し
て
の
尊
厳
と
い
う
理
解
の
積
極
的
な
論
拠

と
し
て
、
同
州
凶
仲
町
立
ロ
回
同
・
州
呂
田
の
カ
ン
ト
解
釈
が
援
用
さ
れ
て
い
た
。

青
柳
君
は
、
カ
ン
ト
全
集
を
ひ
も
と
き
、
そ
の
妥
当
性
を
検
証
す
る
。

172 

本
輸
文
の
評
価

本
論
文
は
、
ホ
セ
・
ヨ
ン
バ
ル
ト
の
問
題
提
起
以
来
、
憲
法
学
の

大
き
な
課
題
と
さ
れ
て
き
た
人
間
の
尊
厳
と
個
人
の
尊
重
の
異
同
に

つ
い
て
、
一
連
の
研
究
を
公
表
し
て
き
た
青
柳
君
の
こ
れ
ま
で
の
研

究
を
集
大
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
人
間
の
尊
厳
と
個

人
の
尊
重
と
の
異
同
と
い
う
抽
象
的
な
問
題
設
定
か
ら
、
先
端
技
術

の
統
制
と
い
う
具
体
的
課
題
の
検
討
を
通
じ
て
、
人
間
の
尊
厳
概
念

の
再
構
成
を
は
か
る
こ
と
に
あ
る
。
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本
論
文
の
長
所
と
し
て
、
二
つ
の
点
が
指
摘
で
き
る
。
な
に
よ
り

も
ま
ず
本
論
文
が
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
基
本
法
一
条
一
項
お
よ
び
二

条
二
項
に
つ
い
て
の
文
献
を
幅
広
く
渉
猟
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
る
。
こ
の
点
で
第
X
章
で
展
開
さ
れ
る
、
ベ
ッ
ケ
ン
フ
エ
ル
デ
と

い
う
古
い
世
代
に
属
す
る
憲
法
学
者
と
ヘ
ル
デ
l
ゲ
ン
に
代
表
さ
れ

る
若
い
世
代
の
憲
法
学
者
に
よ
る
基
本
法
一
条
一
項
を
め
ぐ
る
解
釈

論
上
の
立
場
の
相
違
は
、
「
未
出
生
生
命
の
憲
法
上
の
地
位
論
と
い

う
困
難
で
複
合
的
な
問
題
」
に
対
し
て
、
世
代
聞
の
相
違
を
示
し
つ

つ
、
そ
の
本
質
に
迫
る
要
素
を
含
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
。
人
間
の
尊
厳
に
つ
い
て
は
、
そ
の
研
究
は
長
い
理
解

を
持
っ
て
い
る
。
ま
し
て
筆
者
が
主
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
ド
イ

ツ
に
お
い
て
は
、
そ
の
議
論
の
重
要
性
と
蓄
積
の
厚
さ
は
周
知
の
と

こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
点
を
考
え
る
と
、
本
論
文
は
、
こ
の
分

野
に
お
け
る
き
わ
め
て
本
格
的
研
究
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
よ

う
D

こ
の
よ
う
な
研
究
を
今
日
筆
者
ほ
ど
包
括
的
且
つ
幅
広
く
行
え

る
研
究
者
は
わ
が
国
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。

特別記事

つ
ぎ
に
こ
の
論
文
の
一
つ
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
、
そ
の
研
究
の

た
め
に
取
り
上
げ
る
対
象
が
筆
者
の
研
究
の
中
心
で
あ
る
ド
イ
ツ
ば

か
り
で
は
な
く
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
国
連
、
そ
し
て
時
に
フ
ラ
ン

ス
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
も
そ
の
動
向
を
追
い
、
幅
広
い
研
究
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
幅
広
く
研
究
対
象

を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
は
基
本
法
一
条
の

人
間
の
尊
厳
条
項
に
つ
い
て
、
現
代
の
憲
法
学
者
に
与
え
る
カ
ン
ト

の
影
響
と
い
う
観
点
か
ら
議
論
が
整
理
さ
れ
る
立
場
が
と
ら
れ
て
い

る
一
方
、
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
は
、
カ
ン
ト
や
デ
ュ

l
リ
ッ
ヒ
の

「
客
体
定
式
」
が
内
容
が
抽
象
的
す
ぎ
る
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
法
哲

学
者
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
ア
メ
リ
カ

特
有
の
考
え
方
で
あ
る
、
現
代
に
お
け
る
憲
法
問
題
を
個
別
具
体
的

に
審
査
基
準
の
適
用
・
解
決
を
通
し
て
判
断
し
て
い
く
と
い
う
枠
組

み
に
の
っ
て
、
そ
の
議
論
を
紹
介
す
る
と
い
う
慎
重
か
つ
柔
軟
な
姿

勢
が
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
姿
勢
は
、
今
後
の
研
究
の

一
つ
の
望
ま
し
い
形
式
を
提
供
す
る
も
の
と
い
え
る
。

し
か
し
、
本
論
文
に
も
課
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
二
つ
ほ
ど

指
摘
し
た
い
。
第
一
に
、
本
論
文
の
研
究
対
象
が
、
人
間
の
尊
厳
と

個
人
の
尊
重
の
異
同
と
い
う
き
わ
め
て
大
き
な
テ
l
マ
で
あ
り
、
か

っ
そ
の
テ
l
マ
に
関
す
る
自
己
の
見
解
を
先
端
技
術
の
統
制
と
い
う

具
体
的
課
題
を
通
じ
て
検
討
す
る
と
い
う
立
場
が
と
ら
れ
て
い
る
た

め
に
、
本
論
文
の
全
体
を
通
じ
て
、
先
端
技
術
の
統
制
の
必
要
と

「
人
間
の
尊
厳
」
と
の
間
の
視
線
の
往
復
と
い
う
こ
と
が
頻
繁
に
行

わ
れ
る
結
果
、
そ
の
論
証
が
一
つ
の
結
論
に
向
か
っ
て
明
確
な
形
で

進
ん
で
お
ら
ず
、
や
や
迂
遠
な
感
じ
が
す
る
。
第
二
に
、
人
間
の
尊
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厳
と
個
人
の
尊
重
の
異
同
と
い
う
問
題
を
め
ぐ
る
現
代
に
お
け
る
憲

法
解
釈
が
、
カ
ン
ト
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
や
や
文

脈
と
の
関
連
が
薄
い
ま
ま
現
代
的
解
釈
に
カ
ン
ト
の
理
解
が
持
ち
込

ま
れ
、
肝
心
の
現
代
に
お
け
る
人
間
の
尊
厳
を
め
ぐ
る
憲
法
学
説
の

対
立
を
よ
り
深
く
検
討
す
る
こ
と
が
必
ず
し
も
十
分
に
行
わ
れ
て
い

な
い
こ
と
で
あ
る
。
基
本
法
一
条
一
項
の
人
間
の
尊
厳
条
項
を
カ
ン

ト
と
は
切
り
離
し
て
解
釈
す
る
議
論
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
な

ぜ
カ
ン
ト
に
依
拠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
が
説
得
的
に
示
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
カ
ン
ト
を

「
義
務
」
基
底
的
と
み
な
す
こ
と
自
体
は
、
カ
ン
ト
研
究
に
お
け
る

一
般
的
な
理
解
に
か
な
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
言
う
「
義
務
」

論
（

U
g
E。
Z
色
。
）
は
、
「
目
的
論
」
と
対
に
な
る
概
念
で
あ
り
、

法
律
学
で
一
般
に
用
い
ら
れ
る
権
利
／
義
務
の
対
と
は
用
語
法
が
異

な
る
。
こ
の
点
で
、
青
柳
君
は
、
「
権
利
基
底
的
」
／
「
義
務
基
底

的
」
と
い
う
対
で
議
論
を
組
み
立
て
、
こ
れ
に
カ
ン
ト
研
究
の
意
味

に
お
け
る
義
務
論
を
結
び
付
け
て
い
る
こ
と
に
は
疑
問
が
指
摘
さ
れ

る。
本
論
文
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
人
間
の
尊
厳
と
は
何
か
は
、
特
定
の

結
論
を
安
易
に
導
き
出
す
こ
と
は
不
可
能
な
テ

l
マ
で
あ
る
と
も
い

わ
れ
、
本
論
文
に
お
い
て
も
特
定
の
結
論
が
明
確
な
形
で
与
え
ら
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
青
柳
君
自
身
が
「
中
間
報

告
」
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
が
中
間
報
告
で
あ
る
と
し
て
も
、
青
柳
君
が
、
先
端
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技
術
の
統
制
を
テ

1
マ
と
し
た
日
独
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
主
催
し
、
報

告
す
る
な
ど
、
こ
の
分
野
に
お
け
る
日
本
の
第
一
人
者
で
あ
る
こ
と

は
疑
い
が
な
く
、
前
述
し
た
課
題
も
、
青
柳
君
が
こ
の
分
野
に
お
け

る
代
表
的
研
究
者
で
あ
る
が
故
の
高
い
ハ
ー
ド
ル
と
い
う
側
面
を
有

し
て
い
る
。
「
人
権
：
：
：
と
は
、
人
間
の
権
利
を
意
味
す
る
言
葉
で

あ
る
。
そ
も
そ
も
、
そ
こ
で
い
う
『
人
間
』
と
は
何
で
あ
り
、
「
権

利
』
と
は
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
根
源
的
な
問
い
に
対
す
る
、

真
撃
な
学
問
的
営
為
と
し
て
今
後
の
進
展
に
期
待
す
べ
き
こ
と
大
な

る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
あ
え
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

以
上
述
べ
て
き
た
理
由
に
よ
り
、
わ
れ
わ
れ
審
査
員
一
同
は
、
青

柳
幸
一
君
が
提
出
し
た
本
論
文
が
、
博
士
（
法
学
、
慶
慮
義
塾
大

学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
と
判
断
し
、

こ
こ
に
そ
の
旨
を
報
告
す
る
次
第
で
あ
る
。

二
O

一O
年
六
月
五
日

主
査

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

節

林

副
査

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

秀
介

大
沢
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副
査

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員

副
査

慶
藤
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
博
士
（
法
学
）

萩
原

能
久

小
山

問。

阿
南
友
亮
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

は
じ
め
に

阿
南
友
亮
君
の
学
位
請
求
論
文
「
近
代
中
国
の
革
命
と
軍
隊
に
関

す
る
研
究
ー
ー
ー
広
東
に
お
け
る
中
国
共
産
党
の
軍
隊
建
設
、
一
九
二

三
1
一
九
三
五
年
」
は
中
国
共
産
党
（
以
下
、
煩
雑
さ
を
避
け
る
た

め
に
文
脈
上
誤
解
が
生
じ
な
い
場
合
に
限
り
、
共
産
党
あ
る
い
は
た

ん
に
党
と
記
す
場
合
が
あ
る
）
の
創
立
直
後
か
ら
日
中
戦
争
が
始
ま

る
直
前
ま
で
の
時
期
に
か
け
て
、
同
党
が
革
命
の
た
め
の
軍
事
力
を

い
か
に
構
築
し
た
か
を
広
東
省
東
部
に
焦
点
を
当
て
て
詳
細
に
検
討

し
た
も
の
で
あ
る
。

広
東
省
は
一
九
二
四
年
に
国
民
党
と
共
産
党
に
よ
る
国
共
合
作
が

始
ま
っ
た
後
、
両
党
が
共
同
で
農
民
運
動
に
乗
り
出
し
、
農
民
を
動

員
し
て
草
命
の
た
め
の
軍
隊
を
構
築
し
よ
う
と
最
初
に
努
力
し
た
場

所
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
地
域
か
ら
両
党
は
共
同
で
軍
隊
を
北

上
さ
せ
、
中
国
全
土
を
武
力
に
よ
っ
て
平
定
し
、
新
た
な
中
央
政
府

を
樹
立
す
る
た
め
の
企
て
、
す
な
わ
ち
北
伐
に
出
発
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、
中
国
共
産
党
の
軍
隊
は
広
東
省
で
生
ま
れ
た
と
い
っ
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